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開削工事の支保工最小化を目指した頭部固定式二重土留め工法の開発
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with Head Fixing Aimed to Minimize Supports Required in Excavation Work
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研究の背景と目的
　開削工事では，土留め壁を支えるために切梁や中間杭などの支保工を用いることが多い。これらの部材は，掘削した空間における躯体構築
の作業を妨げ，施工時の生産性を低下させる要因になっている。この問題を解決する方法の一つに，掘削範囲外へ設置する支保工（グラウンド
アンカーや控え杭）や，壁剛性を上げるSMWなどの土留め工法があるが，作業エリアの制限，高コスト，特別な設備が必要などの理由で，必ず
しも適用できるととは限らない。そこで筆者らは，比較的浅い掘削深度において，敷地に余裕がない工事にも対応できる，無支保で施工可能な
頭部固定式二重土留め工法（以下，二重土留め工法とする）を開発した。

研究の成果と活用
　二重土留め工法は，鋼矢板を二重に設置しそれらの頭部を剛な形で連結するものである。本報文では，1/50縮尺模型による遠心模型実験と
実物の1/4縮尺に相当する大型模型実験により，矢板頭部の固定構造が土留め壁の変位抑制に効果的であることが示された。さらに，実現場
への適用を実施し，当初1段切梁式であったところ，無支保式で深さ5.4mの掘削に成功し，本工法の有効性と安全性を確認した。

研究手法
　1/50縮尺模型による遠心模型実験では，Dr（相対密度）＝60％の豊浦砂地盤に土留め模型を設置し，模型地盤と同じ密度のヨウ化ナトリウ
ム水溶液の排水により掘削を再現した。実験は従来式の一重土留めとの比較，二重土留めの頭部固定の有無，土留めの離隔に着目して実施し
た。さらに，大型模型実験では大型土槽内に従来式の一重土留めと二重土留めの2種類の土留め模型をそれぞれ配置し，人力による掘削実験
と大変形時を想定した加力実験を実施した。現場適用時は，基本設計である切梁式と本工法（無支保式）を施工し，設置・掘削の実績と傾斜
計，ひずみ計による掘削時の挙動を計測した。
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二重土留め工法の概念
Concepts of Double Sheet Pile 

Walls

現場適用状況
Field Application of Double Sheet Pile 

Walls

二重土留め工法による変位抑制効果例
Displacement Reduction Effect by 

Double Sheet Pile Walls

・内部土の強度や重量の
有効活用

・頭部固定によるラーメン構造化
（土留めの高剛性化）
⇒曲げモーメントの分散効果

・土留め壁の押し引き抵抗の効果
掘削深さ

5.4m 切梁式 二重土留め
工法
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